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井坂　徹

302 施策名 生涯学習・芸術文化活動の推進 関係課 学校教育課

施策No． 政策名 豊かな心と生きがいを育む教育・文化づくり 主管課 生涯学習課 主管課長名

１．施策の目的と成果把握

目
　
　
　
的

施策の対象 対象指標名 単位 区分 ２１年度 ２２年度 ２３年度 ２４年度

45,122 44,571 44,020 43,190 42,571 41,952

２５年度 ２６年度 ２７年度 ２８年度

43,19043,826
①桜川市人口 人

見込値

見込値

実績値 46,575 45,673 45,105 44,449

実績値

実績値

見込値

施策の意図 成果指標名 単位 区分 ２１年度 ２２年度 ２３年度

市民

２４年度 ２５年度 ２６年度 ２７年度 ２８年度

生涯にわたって自ら学
ぶ、学びあう

①日頃学習活動をしている市民の割合 ％
目標値 30.0

実績値 25.2 23.5 22.3 24.8 22.8 22.5

25.5 26.0 27.0 28.0

42.0

実績値 45.0 36.8 46.6 44.1

目標値 42.0

49.0 45.6

②生涯学習活動を通じて学びあってい
る市民の割合

％

29.0

42.0 42.0 42.0 42.0

成果指標の把握方法と
算定式等

○①対象の人口は、毎年１０月１日の常住人口。
○②生涯学習活動を通じて学びあっている市民の割合は、①の日頃学習活動をしている市民の内数でアンケートの「桜川市民に教えている」と「桜
川市民から教わっている」の計。

２．施策の役割分担と状況変化

役
割
分
担

１）住民（事業所、地域、団体）の役割（住民や地域、行政と協働でやるべきこと） ２）行政の役割（市がやるべきこと、県がやるべきこと、国がやるべきこと）

○生涯学習や文化活動に積極的に参加し、知識・見聞を深める。
○市民講座等の講師となり、市民同士の学びの輪を広げる。

○生涯学習や文化活動施設の充実や生涯学習情報の提供により、市民の学習・文化活動を
支援する。
○各種広報活動や文化講演会の開催により、市民の学習・文化活動に対する意識啓発を図
る。
○市民同士の学びの輪を広げるため、市民講座の講師などの人材を育成・確保する。

成果指標設定の考え方
○生涯にわたって自ら学んでもらう、学びあうの成果指標は、①「日頃学習活動をしている市民の割合」、②「学習活動を市民同士で学びあいをし
ている市民の割合」（①の日頃学習活動をしている市民の内数）をアンケートにて調査。

実績値

目標値

２８年度基本事業名 対象 意図 成果指標 区分 ２２年度

状
況
変
化

３）施策を取り巻く状況（対象者や根拠法令等）は今後どのように変化するか？ ４）この施策に対して住民、議会からどんな意見や要望が寄せられているか？

○余暇を利用して学習活動する部分があるので、景気の影響を受ける。
○生涯学習、文化活動の拠点として整備された真壁伝承館の利用ができるようになり、活発な
活動につながると考えられる。
○現在活動している市民が高齢化している。
○文化協会では、子どもたち（出前教室）を取り込む取組みを実施している。
○活動がマンネリ化している現状もある。講座を企画募集しても集まらない。結果従来型の講
座となる。

○市民アンケートの満足度、優先度調査の結果、満足度はやや高く、優先度は低い位置と
なっている。
○自主講座を行う会場が少ないとの意見がある。

３．基本事業の目的と指標

市民
学習の機会を充実
させる

指定講座の数（自主講座以外）

実績値

２３年度 ２４年度 ２５年度 ２６年度 ２７年度

137 106 104
講座

講座

②
生涯学習及び芸術
文化活動の促進

市民 学びあう 自主講座数

実績値

148 148

35 25 28 31 29①
生涯学習及び芸術
文化活動機会の充
実

人

４．施策のコストの実績（施策を構成する事務事業シートより積算）

項　　　目 単位 ２５年度実績 ２６年度実績 ２７年度予算

77,960 85,329 106,941 98,623 95,556③
生涯学習・文化施
設の充実

市民 利用しやすくする
施設の利用人数
（伝承館・岩瀬公民館・大和公
民館・改善センター・３分館）

実績値

6,536

③施策事業費（一般財源） 千円 75,256 66,209 78,731施策の
コスト

①本施策を構成する事務事業の数 件 37 36 37

②施策事業費（一般財源以外） 千円 3,423 4,658

⑥　　計　　（④＋⑤） 千円 132,427 134,863 142,423

５．施策に関連する主要事業等

④施策事業費の計（②＋③） 千円 78,679 70,867 85,267

⑤施策人件費（事務事業の人件費合計） 千円 53,748 63,996 57,156

事務事業 こども伝統文化教室 H26貢献度上位、H27優先度上位

事務事業 藍工房管理運営事業 H26貢献度上位

関連する
事務事業

区　分 事務事業名 摘　　　要

主要事業 図書館整備事業 後期基本計画主要事業

事務事業 市民文化祭事業 H26貢献度上位、H27優先度上位
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✔

　　　成果がどちらかといえば低下した

　 ✔

✔

✔ 　

施策番号 302 施策名 生涯学習・芸術文化活動の推進 主管課 生涯学習課

６．施策の成果水準とその背景・要因

１）-①現状の成果水準と時系列比較（現状の水準は以前からみて成果は向上したのか、低下したのか、その要因は？）

実績比較
成果がかなり向上した 成果がどちらかといえば向上した 成果がほとんど変わらない（横ばい状態）

成果がどちらかといえば低下した 成果がかなり低下した

背
景
・
要
因

・生涯学習活動全体としては、個人的に学習をしている市民同士がグループを組織化し、情報交換をし学び合っている傾向にある。
・地区別に見ると、学習活動をしている市民は、真壁地区は低下しましたが、全体としては横ばいでした。
・年齢別にみると、20代が、25年度29.5%、26年度26.9％、30代、25年度15.0%、26年度19.6％,40代、25年度13.0%、26年度13.5％,50歳代が、25年度27.3%、26年度21.9％,60歳から64
歳が、25年度20.3%、26年度24.1％、65歳～69歳が、25年度23.8％,26年度26.7％、70歳以上25年度27.6％、26年度27.9％となっている。30代～40代は子育てのため、低い一方、60代
以上は団塊の世代の参加の影響で増えている。
・生涯学習講座数（指定講座）については、29講座実施しているが、地区別にみると岩瀬地区11講座、真壁地区8講座、大和地区10講座である。
・生涯学習講座数（自主講座）については104講座実施してる。地区別に見ると岩瀬地区が73講座、真壁地区18講座、大和地区13講座となっている。岩瀬地区において他地区より多い
のは、公民館における研修室が充実しており、学習機会が比較的多いこと、また、従来から定期講座が多くあり、講座がきっかけのサークル活動も増えていったためと思われる。また、受
講者が固定化してきている面がある。
・文化協会加入団体は61団体、高齢化に伴い退会する団体も多いが、公民館の自主講座から加入した団体もあり、横ばいである。

１）-②成果目標の達成状況

実績比較
目標値を大きく上回った 目標値のすべてが上回った 一部の成果指標で目標値を上回った

目標値どおりの成果であった 一部の成果指標で目標値を下回った すべての成果指標で目標値を下回った

背
景
・
要
因

①日頃学習活動をしている市民の割合は、26年度目標値28％に対し22.5％と5.5ポイント下回った。
②生涯学習活動を通じて学びあっている市民の割合は、26年度目標値42.0％に対し45.6％と3.6ポイント上回った。

２）他団体との比較　（近隣市町、県・国の平均と比べて成果水準は高いのか低いのか、その背景・要因は？）

実績比較
他の自治体よりかなり高い水準である 他の自治体よりどちらかといえば高い水準である 他の自治体とほぼ同水準である

他の自治体よりどちらかといえば低い水準である 他の自治体よりかなり低い水準である

背
景
・
要
因

・生涯学習活動をしている市民の割合は桜川市の22.5%(平成26年度）。近隣の市、県で見ると、アンケートの内容や設問の方法が違うため、他との比較が難しいが、守谷市36.3%(26年
度)、佐野市15.9％（26年度）、真岡市20.6％（26年度）、桜川市と比較すると佐野市からでは6.6％高い数値であるが、守谷市では13.8%と低い数値となっている。

３）住民の期待水準との比較　（住民の期待よりも高い水準なのか　同程度なのか、低いのか）、その他の特徴は？

実績比較
市民の期待よりかなり高い水準である 市民の期待よりどちらかといえば高い水準である 市民の期待とほぼ同水準である

市民の期待よりどちらかといえば低い水準である 市民の期待よりかなり低い水準である

区　　分 今後の課題 今後の方針

施策全体

日頃生涯学習活動をしている市民の割合が0.3%減しているが、岩瀬・大和中央公
民館等の各施設の老朽化が懸念される。23年度に真壁伝承館が完成したことか
ら、新しい施設の活用など有効に活用できるソフト面の基盤整備が必要である。ま
た、市民の半数が何らかの学習活動をする状況を目標とし、さらに、30・40歳代の
子育て世代に対しても、「家庭教育」関係の学習活動をサポートする必要がある。

・子どもから高齢者までだれもが自ら学び、その成果を活かせるよう、生涯学習の
施設整備・機能を充実させるとともに、公民館講座や自主活動等の機会拡充、地
域の関連団体の育成等に努めます。
・芸術、文化活動については、既存の文化施設や地区公民館等を活用し、市民
の活動を支援するほか、様々な音楽・演劇等の芸術活動にふれる機会の充実に
努めます。

背
景
・
特
徴

・生涯学習活動をしている市民割合は、前年度比0.3ポイントわずかですが下回ったことは、住民に応えられる新たな講座がなかったことなど、市民の要望に十分に答えられていない点
もあると思われる。
・市民文化祭について、一市一文化祭を望む声も聞かれるが、高齢化や会場アクセス等の問題が出ておりなかなか進まない。数年前にシャトルバスの手配を講じたこともあるが、利用率
はほとんどなかった。市民文化祭に対する考え方が、各自、各団体、様々であり、桜川市においては、個人の趣味として楽しまれている方が多いように思われる。
・後期総合計画策定時におけるアンケート調査では、この施策の満足度はやや高いが、優先度は平均よりかなり低く、現状維持項目となっている。各種事業に参加している市民は満足
しているが、学習活動をしている市民が少ないと理解できる。

７．施策の成果実績に対しての、これまでの主な取り組み（事務事業）の総括

前年度
の取組
状況と
課題

26年度は「生涯学習・芸術文化活動に取り組んでいる人」を重点対象として、「芸術文化に親しむ機会がある」「活動できる機会を提供する」を重点的に取り組んだ。
・貢献度評価の結果では、貢献度の高かった事務事業は、「桜川市文化協会助成事業」「こども伝統文化教室」「市民文化祭事業」「藍工房管理運営事業」であった。
・「桜川市文化協会助成事業」では、「文化協会たより」の発行にあたり、広報委員会では写真の撮り方、構成方法、色使い等の研修会を２回行いました。また希望する学校への出前講
座として、文化協会会員が指導を行いました。（平成２６年度は短歌・俳句・書道を実施）
・「こども伝統文化教室」では、大勢の市民が集まる「市民祭ｉｎ岩瀬」の開催に合わせ、発表会の場を提供した。
・「市民文化祭事業」では、芸術文化活動の一環として、市民が日頃活動、製作している作品の成果発表の場を提供する。また絵画では、県の入選作品を展示し多くの方に観賞してい
ただいた。実施時期は10月中旬～11月上旬で芸術、文化、芸能の部門別に開催している。また短歌、俳句会、書道では希望る学校への出前講座を実施しておりより良い児童、学生の
作品が期待できる。
・「藍工房管理運営事業」では、筑波銀行本部つくば市ギャラリーにおいて平成27年1月20日～31日作品展を実施し市外の方への関心を高めた。福島県被害児童受入の祭に藍染体験
を実施し、「市民祭ｉｎ真壁」では、手ぬぐいの作成依頼を受け桜川市の伝統文化の活用・継承を図ることができた。
・その他の事務事業では、「高齢者学級事業」は高齢者に生きがいを持った豊かな生活を送ってもらうことを目的とし年６～７回の学習会を開催している。学習意欲が高く、参加希望者も
多いことから高齢者に豊かな生活と健康増進に努める事に貢献した。、

８．今後の課題と方針

基
本
事
業

①生涯学習及び芸術文
化活動機会の充実

地域の実情や市民のニーズにあった講座等の充実など、生涯にわたって市民ら
が自ら学べる場を提供することが必要である。

市民や地域並びに生涯学習団体、芸術文化団体等との連携の中で、子育て世
代をはじめ、様々な年代の市民ニーズに応じた講座・教室・イベントを開催し、市
民が自ら学びたい環境づくりを推進します。
また、芸術文化活動の成果発表の機会を提供するとともに、優れた芸術文化に触
れる機会を充実します。

②生涯学習及び芸術文
化活動の促進

文化協会関係の、会員の高齢化が進み組織が硬直化してる。また支部単位の組
織のため類似サークル同士の交流が図られない。

各種生涯学習団体、芸術文化団体等との連携により、一緒に学ぶ仲間づくりや自
主的な活動を促進します。
また、文化祭など芸術・文化活動などの成果を市民が発表する機会を開催し、
個々の活動の情報発信を行い、市民の芸術文化活動に対する意欲を高める取り
組みを支援します。
組織再編成をするとともに、団体の活性化及び指導者の育成を図っていく。

③生涯学習・文化施設
の充実

図書システムの整備による真壁伝承館真壁図書館と既存図書室の連携向上とと
もに、図書施設の充実が求められている。

図書館の整備・生涯学習施設の整備を進めるとともに、図書システムの導入（岩
瀬・大和中央公民館）市民の利便性向上に努めます。真壁図書館の蔵書約
1,000冊の図書情報システムへの委託事業を進めます。
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